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               伊  藤  友  喜

 徽 類 の蛋 白分解能 に關 しては多 くの報告 があ るけれ ど も,最 近 の蛋 白酵素分別知見 によつて

行 われた もの は甚 だ少い.只M.J. Johnson等 はA:P. parasiticusそ の他 の徽 を川 いて詳細

に研究 し,蛋 白質 分解酵素系 にはproteimseの 他, dipeptidase, c.trboxypolypeptidase, ami・

・・P・lypeptid・ ・e及 びdigly・ ・n・並 にt・igly・i・ ・ 辮 の2酵 素 の 計5のpeptid・ ・eよ りな る

としてい る.し か しなが らP・nicilliumのproteaseに 到 つては, paPlしinase,或 はtryptase叉

1)epsinの 存 在 を読 く者 もあつ て,こ の黙で も比較酵素學上 興味 あ る問題が幾 されてい るので,

Pen. notatumのi)rotease作 用 につ き研 究 した.

 P.176株 叉 はQ.176株 を材料 とし,こ の菌盤 の2叉 は4倍 容 グ リモ リン水(1:1)の 潰 浸液,

叉 はacetone・eth〔r乾 燥 粉末の2叉 は4%水 浮游液 を酵素液 として用 い,5cc.4%蛋 白質溶液

父は0.2M-1)eptidc溶 液 に2叉 は5cc.酵 素液 を加 え,之 を緩 衝液 で全 量20cc・ とした ものを トル

ェン下37℃ に艀 置 す る.ε一定時 間後,4cc.の 消 化液 中の酸 値増加 をformo1滴 定 法 によつて

0.1n-NaOHで 滴 定す る.封 照 として基質を加 えない酵素一緩衝液系 を同 じ條 件に艀置 し,主 實

験値 か らこの封 照實験値 を差 引 き,そ の値 を分解 値 として比較槻 察 し次 の成績 を得 た.

 1)Gelatin, easein, peptoneは 何 れ もpl15・0-9,0範 團 で分解 を受 け,そ の至適反慮 は中性

か ら弱酸性側 にあ る.Peptoneに お いては低級分子の多い と思 われ るpeptone(上 原 又照内等)

の方 がpeptone(Rlelel)に 比 べて分解 を受け に くい.5時 聞 消化後 の至適PHは, gelatinは

6.8,ca9『inは5・8,1)eptone(Riedel)は6・4～6.8に あ る・

 2)Gelatin,casein, peptone三 者 共 に, H2S, cystelne, KCNに よつて,酸 性並 に滴性側 で

賦 活を受 けない.そ れ は酵素液 を透 析 した場合 も同様であ る.叉 本酵素 は0.02%以 上 の濃度 の

egg albUruinで 極 めて著名 に抑制 され る・ この非賦活性 とalbumin抑 制 の鮎はtryptaseに み

る所 で あ るが,弱 酸 性が至適作用貼で ある事 は一致 しない,こ れ らの成績 では既知 の動物 性叉

高 等植物性pro{e:nugeと 趣 きを異 にす るもの とい える.

 3)乾 燥 粉末 による蛋 白分解 変は潰 浸液 の それよ 鵬 オい.潰 浸液protehlaseに よる各種 蛋

t[iT{のPH 7.0に 於 け る分 解度を比較 す ると, Ca・eh1>1'ibrin2ge!atin>11bumin≧edeくtinの

順 序 にあ り,albUlnin, edestinの 分解 能は極 あて悪 く,乾 燥 粉 末によつては分 解が認 め られ な

かつた.

 4) reptl〔la、 e作 月jlこつ いてはdig1き'clnc, benzey1glycineは よ く分解 を受 けたが, bel1-

Zoyldigl)'cineは(～.176株 に よつてのみ酸 性側で僅か なが ら分 解 を受 けた事1ま特 徴 と思 われ

る.Di:glyci'no分 解 の至適 反慮 はPH 7・5附 近 に, bellz)ylg】ycheは1H7・o附 近 にあ り,

且 つhipPur4;e作 川 の結果 生 じた安息香酸 を結晶 として分離 した・Dilepti!ase作 用 に比べて

hil・i)ura e作 用 の方 が彊 く,殊 に部分的失 活が起 つた と思 われ る乾燥粉 末ではdig,1」'cine分 解

能 が極 めて悪い に拘 らす,benz・ylglycineは 著 名 に水解 され るので,こ の黒禰 酵素 の猫立性が

考 えられ る.
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 5)pH 6・0及 びpll 7・5に於 いて,上 述の基質以外 の蛋 白質 及びpeptide分 解 を検討 した.

[Protamin, diglyCine,又lriglycineも よ く分解 されたが殊 に～歯性 で強 く, leucyld1glycineは

爾 側 共弱 いなが ら分解 されてい る.ACetylglyCine, aCdylglUtalniC aCidも 分 解 されて いるが

後者 は滴性 では極 めて僅 かの酸値壇加 を示 してい るに過 ぎない.Chloracet y'Jamino acid(Cl-

acetyile"cine, CI・ac」tylphenylalaninc)の 分 解 も1;登明 出來 て,1・enicilliumに は廣 くacylase

作用 の存在 す る事 が分 った.                       ・

 6) …欠 に酸 及び滴慮 置によ る酵素 の抵抗性 を験す るため,基 質 として gehtil1,1)eptone(Ri-

edel及 び 照内), diglyeine, bellzoylgl)cinc, benz(,yldiglVcineを 用 いて實験 を行つ た.酸 堤

置 として酵素液 をpl{4・0に5分 乃至1時 開保置 した ものは同糸占果で, pH 6.0叉pH 7,5に

於 けるpeptone(Riedel)及 びbenz lyl liごlycine水 解 能 のみ残 り,他 の水解 能は清 失 し,90分

～2時 闇虞理で は これ らの 二水解能 も減 じて しまつた.即 ち糸 歌菌 醒素 は酸 には抵抗 が弱い.

淋薩 置 として酵素液 をpH 9.0に1～1711芋 間 保置 した ものは抵抗彊 く,非 庭 置の もの と水解 能

を異 に しない.1)II 11.5,30分 威 置に して初 めて各基質 は和営分解 度 を減 じ,60介 で は 途 に

gclatin叉1〕enzoyl liglycine分 解 能は浩失 し, diglycineの 分 解 能 は輕 度 に認 め るのみ とな る.

2時 間 庭理の ものではpeptonc分 解 能 と僅か なが らbenzoy!glycine分 解 能 を幾 すのみ とな

る.即 ち本酵素 は滴 庭理 には比較的抵抗 が坦い様 に思 われ,各 酵素 作用 に特 別 の影 響が ない様 で

あ るが,更 に彊滴性 に保置 する と酵 素作用は減 弱す る.酸 並 に滴庭理 を通 じてPeptone〔Rie(1el)

並 にbenzoylglycine分 解 能}ま他 に比べてか な り抵抗性 が大 であ る.

 以 上 の結果Pen. notatumのproteaseは,動 物性(cat}】epsi11, ereptase),3ぐ 植 物性蛋 白酵

素(Papain, ficin)と 比 較 して大 いに趣 きを異 にしている と思 われ る.

              (昭 和24,年7月5月 受 理)
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          殺 虫力 に關す る研究 (第5報)

             DDT近 縁 化 合物 に就 て(2)

              濱 田 昌 之,大 野 稔

 我 々は先に木研究の第1報1)と してDDT近 縁化合物の一部に就て化學構造 と殺虫力の關係

を論 じたが,共 の後更に本系統に馬する化含物を合成し之等の殺虫力を比較検討 した.我 々ヵ;

今回合成 したDDT近 縁化合物の合成方法並びにその融黙を略示すれば第1表 の通 りである.

 第1表 に示 した様 な方法で合成 した各化合物に封する殺虫試験は,當 研究室に於て飼育 した

羽fヒ後干均611の イエバエ(Mitseα1)om68～∫βαL.)を 使用 した.そ の装置は直径24Cln,高 さ46

Cm,内 容約18tの 硝子圓筒 の上下に圓板をあて(上側中央にスプレー孔 をイfす),こ の中に直輕

9clTi,高 さ10 Cmの 上面金1謁板,側 面下面金i網の籠を置き,こ の籠の中に供試虫牛均25匹 を入
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